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展覧会タイトル 関根美夫—身体から記号へ 

 

会期  2013 年 1 月 26 日（土）- 2 月 23 日（土） 

 

会場  東京画廊+BTAP｜東京 

〒104-0061 東京都中央区銀座 8-10-5 第４秀和ビル７階 

TEL: 03-3571-1808 / FAX: 03-3571-7689 

 

開廊時間  (火—金)11:00-19:00 (土)11:00-17:00 

閉廊日  日、月、祝 

 

トークイベント 「身体の消失」  

ゲスト：今村有策（トーキョーワンダーサイト館長） 

  2013 年 1 月 26 日（土）｜15:00- 

オープニング・レセプション 

2013 年 1 月 26 日（土）｜16:00-18:00 

東京画廊+BTAP にて 

お問い合わせ 佐々木博之（hiroyuki.sasaki@tokyo-gallery.com） 

 

「#422」1975、油彩・キャンバス、116.7×80.3cm 
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Press Release 

東京画廊+BTAP では、1 月 26 日（土）より「関根美夫―身体

から記号へ」展を開催致します。関根は具体美術協会の初期の

結成メンバーです。本展では、関根が初期に制作した抽象絵画

と、後期の算盤を主題とした絵画を合わせて展示致します。 

 

現在、欧米を中心に戦後の日本前衛美術が高い関心を集めてい

ます。なかでも具体美術協会は、来年グッゲンハイム美術館（ニ

ューヨーク）での大回顧展『具体：素晴らしい遊び場』が予定

されているなど、いまや日本の現代美術を代表する動向として

位置付けられています。 

  

第二次世界大戦を発端として、世界は急速に一元化しました。世界市場を流通する通貨に知性は凌駕さ

れてゆきます。一方、多くのアーティストは表現の拠り所を自身の肉体に求め、身体性を転写した制作

活動が世界で同時多発的に発生します。具体はその象徴的な出来事です。しかし、やがてマスメディア

が人間の身体までも記号化する時代がやってきます。具体の芸術活動は、そのような消費社会に生きる

現代人の、肉体を巡る試行錯誤の軌跡として読み解くことができます。 

 

関根美夫は、通貨そのものでなく算盤という道具を描くことで、高度経済成長を生きた日本人の意識と

行為の残像を表しています。関根の作品を今展示することは、情報と通貨と広告によって矮小化された

身体性を意識し、再考する機会となるはずです。皆様のご来場を心よりお待ち申し上げております。 

 

 

関根美夫 (1922-1989 和歌山県生まれ) 

 

1948 吉原治良に師事 

1954  具体美術協会結成（1959 年に脱退）  

 

［主な個展］ 

1956 審美堂ギャラリー（神戸） 

1963  内科画廊（東京） 

1965  東京画廊（東京） 

1966  ステンフリー画廊（ニューヨーク） 

1978  今橋画廊 

1990 東京画廊“追悼 関根美夫展”（東京） 

 

［主なグループ展］ 

1949-51 二科クラブ展（大阪） 

1953-55 ゲンビ展“現代美術懇談会”（大阪） 

1955 第 7 回読売アンデパンダン展（東京） 

1958  新しい絵画世界展“アンフォメルと具体” 

（大阪、東京、京都、広島、長崎） 

1964  現代美術の動向展（京都国立近代美術館主催） 

1966  日本の近代絵画（ベニス） 

1972  近代日本の美術（東京国立近代美術館） 

1981  1960 年代現代美術の転換期（東京・京都近代美術館）  

「#43」1965、油彩・キャンバス、162.1×130.3cm 

「ガス色」1959、油彩・キャンバス、45.5×37.9cm 


